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本メールマガジンには、「トピックス」、「九大人」、「中日最前線」、「ミニリサー

チ」、「Qーナビ」などのコーナーを設け、皆さんからの情報をお募りしながら、

本メールマガジンの内容を充実することを図っています。この目標を実現する

ため、事務所一丸となって努力してまいりますので、読者の皆様も是非とも応

援のほどよろしくお願いいたします 。

ご寄稿くださる場合は、電子メールまたはファックスにて、九州大学北京事

務所宛 にお送りください。電子ファイルを添付していただけると、編集が効率

的にできます。お読みになってのご意見やご感想をもお待ちしています。

メールマガジンへの寄稿

2007年2月号 （Vol.2 No.2）

メールマガジン

謹賀金猪年！

2007年2月18日 旧暦のイノシシ年となりました。あけましておめでとうござい

まーす！今年は丁亥（ひのとい）で、60年に１回の金猪（きんちょ）年に当たる 。

イノシシ年という事で、万事も猪突猛進のごとくいきましょう！

事務所だより3
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中国人が留日する110周年の歴史を記念するために、この度、留日同窓会が「留

日百年巡礼―中国留学生留日110周年を記念」の写真集を編集出版した。 この写

真集は1896年以来、中国人の日本留学経験者の写真を掲載し、中国人の留学の

歴史と現状を描いている。

1月30日、この写真集の出版を記念する発表会及び中国人留日同窓会新年会が

北京の全国政協ホールで行われました。 発表会には中日交流の関係者、同窓生、

メディアの人など、およそ90人近くが参加した。中国駐在日本大使館の井出敬二公

使、日中協会の白西紳一郎理事長がそれぞれ講演を行った。また、中国の側から

は留日同窓会黄栄輝会長、日本中国留学学友会李光哲会長が中国人の留学の歴

史を振り返り、その将来を展望する講演をした。

「留日百年写真集」出版発表会及び留日同窓会新年会 開催

北京大学と日本駐在機構代表新春交流会 開催

2007年2月5日 北京大学と北京の日本駐在機構代表との新春交流会が北京大学

構内の英傑交流センターにて開催された。交流会では、北京大学の林建華常務副

学長、中国駐在日本大使館の井出敬二公使がそれぞれ挨拶した。続いて北京大学

の李暁明学長補佐、科研部長が北京大学の研究動向などについて講演し、日本の

中国駐在機関や大学事務所の代表もそれぞれの機構や大学の概況、中国との交流

事業などについて説明した。交流会では、日中双方の参加者における交流を深めた

一方、日中間における学生交流または研究交流を更に発展させていくためにお互い

に協力し合う共同認識を一層固めた。交流会には北京大学国際交流部、各研究院

の関連者以外、中国駐在日本大使館、国際交流基金、日本学術振興会、科学技術

振興機構、新エネルギー・産業開発機構、日本理化学研究所、東京大学、早稲田大

学、九州大学、北海道大学、創価大学などの北京駐在事務所の代表が出席した。交

流会終了後、参加者による懇親会を行った。
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中国「国家建設高水平大学公派研究生項目」 実施へ中国「国家建設高水平大学公派研究生項目」 実施へ４４

「希平会」意見交換会 開催

２月１３日（火） 「希平会」（日中高等教育交流北京連絡会）の意見交換会が

早稲田大学会議室（北京中関村資源大厦） にて開かれた。意見交換会では、今

年スタートした中国政府奨学金による留学生派遣プロジェクトに関する情報を交

換し、また日本の大学がこれらの優秀な学生を受け入れるような対応策について

も前向けにディスカッションした。また、北京大学や重慶市で開催する予定の留学

生説明会について意見交換をした。会議終了後、恒例の懇親会を行い、四川料

理を楽しめながら、親睦を深めた。

高水準の大学整備を進めて、イノベーション型国家奉仕能力の増強を目指して、高

水準の大学の中から、一流の学生を選抜し、国外の一流の大学へ派遣し、一流の研究

指導者から指導を受ける留学生派遣プロジェクトが実施へ。計画としては、２００７－２０

１１年において毎年５，０００人研究生を国の奨学金で派遣する。留学期間について、学

位取得博士研究生は36-48ヶ月、共同養成博士研究生は6-24ヶ月としている。重点派

遣領域は（１）エネルギー、資源、環境、農業、製造技術、ＩＴなどの鍵となる領域、（２）生

命、空軍、海洋、ナノ技術、新材料などの戦略的な領域、（３）人文及び社会科学などを

あげている。奨学金としては往復の渡航費と1ヶ月当たり1,000ドルの生活費を支給する。

応募学生は良好な政治と業務の素質を持ち、専門基礎の成績が良好で、発展する潜在

力を備え、心身ともに健康で、申請時の年齢は３５歳を越えないこととする。また、派遣

の類型毎の対象学生については、学位取得博士研究生は申請時に、該当大学の本科

卒業生、修士課程在籍又は博士課程一年次で、外国の大学から入学通知書を提出す

ること、共同養成博士研究生は申請時に該当大学の博士課程在籍で、外国の大学の

研究指導者からの招へい状と詳細な研修計画を提出することとする。
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選抜については、各大学が選抜作業の責任を負う。対象大学は清华大学、北京

大学、中国科技大学、南京大学、复旦大学、上海交通大学、西安交通大学、浙江大

学、哈尔滨工业大学、南开大学、天津大学、东南大学、华中科技大学、武汉大学、厦

门大学、山东大学、湖南大学、中国海洋大学、中南大学、吉林大学、北京理工大学、

大连理工大学、北京航空航天大学、重庆大学、电子科技大学、四川大学、华南理工

大学、中山大学、兰州大学、东北大学、同济大学、北京师范大学、中国人民大学、中

国农业大学、国防科技大学、中央民族大学、西北农林科技大学などの９８５工程大学

計３８所と、２１１工程大学の中から選ばれた華東師範大学、上海財経大学、中央財経

大学、中国鉱業大学、北京郵電大学、中国石油大学などの８所大学を合わせて計４６

所大学である。

選抜のプロセスについては、各大学によって違うが、北京大学を例としてみれば、

次のようにしている。今年は、入学通知書の取得が間に合わない場合は、指導教官よ

りの受入内承諾書でもいけるようだと多くの大学の担当者が解釈している。

指導教官の指導の下で申請
書類の用意と提出

院系による申請書類審査

研究生院へ推薦リストと関連
書類を送付

研究生院が専門家を招へいし、選考

推薦リスト発表

留学基金委の要求に従って書
類を用意、提出、審査費を払う

推薦名簿と申請書類を留学基
金委に提出

最終審査と合格者発表

外国の大学の招へい状
と学費免除証明書

略歴、外国語成績証明、
研究計画

成績証明

申請表

3月9日前

3月9-13日

3月13日

3月14-15日

3月15日

3月16-20日

3月20日

4月末

出国手続き、外国へ渡航07年末

留学基金委のＨＰで出願

国家留学基金援助出国留学申請表
（単位の推薦状を含む）

外国の大学の招聘状／入学通知書の複写

学費免除又は学費提供の証明

審査費納入領収書の複写



時計の針が止まらず

歳月がここに留まる

九州大学北京事務所

九大人がここにいる

本コーナーでは、ミニ事典、現場直撃リポート、インタビュー、
奮闘記などの側面から、九大OB及び九大の先生や教職員を
描きます。人選は事務所で選ぶと同時に、ご紹介になりたい方
をも募集。投稿はE-mailでお送りください。可能な限り掲載しま
すが、本誌の目的や性格に照らして不適当と思われる内容は
掲載しません。

足 跡

１９２３年 北京で生まれ
１９４０年 日本東京へ留学
１９４３年 九州帝国大学採鉱学部で物理探鉱専攻
１９４８年 帰国
１９４９年 中国玉門油田(甘粛省内の酒泉盆地に位置する、中国の石油工業の発祥地)
１９５０年 模範労働者として北京で行われた第一回の全国戦闘英雄と模範労働者会議に出席
１９５４年 北京石油学院(今中国石油大学)準教授に赴任

１９５５年 中国初めの石油地球探鉱学科を設立、同学科の初任専任教授に昇任
１９６０年 全国文化教育衛生エリート表彰会議で受賞
１９６3年 石油探鉱電模型を開発

１９６４年 中国石油部の重大科技成果賞を受賞
１９８０年 《地層傾斜測井講義》を編集、地層測井授業を開講
１９８４年 理論理想化Qv--泥質砂岩測井解釈の新モデルを開発
１９９４年 定年、パソコン、公園散歩、読書などの自分の好きなことで、至福な定年生活を過ごして

いる。

中国石油大学 教授

全国労働模範

中国石油地球探鉱学の先駆者

■九大人 ■
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ミニ事典

中国石油大学は１９５３年５月１９日，清華大学石油学か

ら独立し北京石油学院になった。１９６０年１０月２２日、全国

重点大学に昇格。１９６９年、山東省の東営市に移され、華東

石油学院に改称。１８８１年、元の北京キャンパスに大学院を

設置、１９８８年、華東石油学院と北京の大学院を統合して石

油大学に改称、山東省と北京の二箇所にキャンバスを置いた。

２００５年、中国石油大学に改称、地球科学、ケミカル工学、機

械、電気工学等の学部を擁する全国重点大学に なった。２０

０６年６月まで、北京と華東という二つのキャンパスには学生

21000名ほどが在籍し、教員２１５０名が勤めている。

http://www.cup.edu.cn/

王曰才
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ようこそ！中日最前線は、今月の焦点、流行傾向、最新動き、注意喚起
などのテーマで、さまざまな記事やニュースを収集し、みなさんにお届きします。
さあ～お読みになってのご意見、ご感想やアドバイスをお待ちしています。

今月の焦点今月の焦点

2007年1月27日 中国科学院中国現代化戦略研究グ

ループは「中国現代化報告2007 」を発表した。同報告書に

よると、1980年から2004年の発展速度で推算すれば、中国

は第一次現代化を１００％達成するまでまた凡そ８年間が

必要。つまり２０１６年前後、中国が第一次現代化を完成、

先進国の1960年の発展レベルに達すという計算になる。ま

た、２０世紀に、世界中凡そ６０以上の国家又は地区が第

一次現代化を実現、第二次現代化に向かっている。その

内、スイス、アメリカ、デンマーク、フィンランド、日本、オー

ストラリア、ドイツ、ベルギーの十カ国が、第二次現代化の

トップレベルに立っていると報告している。

2005年、香港、マカオ、台湾が既に第一次現代化を実

現以外、北京、上海などの七地区は90%以上，福建など十

四地区は80%～89%第一次現代化を実現しているというよう

に、地域のバラつきをも示している。

中日関係の春

トレンドキャッチトレンドキャッチ最最 新新 動動 きき

5日、中国共産党中央政治局常

務委員、国家副主席の曽慶紅氏

は北京の人民大会堂で日本自民

党衆院議員、日中協会会長の野

田毅氏と会見し、中日関係は、寒

い冬の日を過ごし、暖かい春を迎

えていると述べた。

姚明

15日から李肇星外交部長は日本を訪問。訪日中は、

安倍晋三首相、麻生太郎外相と会談し、中日関係や共

通の関心事について意見交換した。中日関係の改善と

発展をいっそう促進するとともに、温家宝総理の訪日

に向けた準備をした。温家宝総理は4月に日本を訪問

する予定。

第一次現代化は農業社会か
ら工業社会への転換
という。

2007年
第79回アカデミー賞
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日本映画紹介の集い 2、3月の上映作品
http://www.cn.emb-japan.go.jp/cul_edu_j/movie_j.htm

北京で日本映画祭り
http://www.cn.emb-japan.go.jp/cul_edu/events070315.htm

大宰府天満宮曲水の宴
http://local.yahoo.co.jp/static/event/a140/39263.html

Ｑ－ナビコーナーは、情報カレンダー、今月の見ところ、九州知恵袋、
旬の味等のテーマで、九州大学、九州などを中心として、日本と中国に
関する情報を発信します。皆さんにも役に立つ情報を募集致します。寄
稿は、e-mailにてお送りください。

春節は旧暦（農暦）の新年であり、中国ではもっとも古い伝統的な祭日である。春節は歴史が古く、中国
古代の商の時代（紀元前１６００年）の年末年始に神や祖先を祭ることに由来するといわれる。数千年来、
春節をまつわるさまざまな美しい伝説が伝えられている。

圧歳銭は、春節の時、年長者が子供に遣った小遣いである。「圧」は邪悪な神を押しつぶし、「歳」は
「崇」と同じ発音のため、圧歳銭をもらった子供は平安に一年を過ごせるとの伝説がある。

情報カレンダー

今月の見ところ

九州 知恵袋

2月20日ー3月25日 日本政府（文部科学省）博士项目募集中
http://www.csc.edu.cn/gb/downloaddoc/2007/项目指南/日本政府（文部科学省）博士生项目.doc

2月2５日ー3月2０日 国家建設高水平大学公派研究生 募集中
（９８５工程大学など計46所大学のホームページへ）

2月27日 財団法人似鳥国際奨学財団 2007年度奨学生 募集中！
http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb/news/view-news-detail.php?id=141

3月1日 平成19年度私費留学生のための奨学金情報 更新
http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb/student/page1-34/page012.htm

３月３日－18日 第十二届“中国国际教育巡回展（2007年春季）”
http://www.cscse.edu.cn/Portal0/InfoModule_386/3871.htm

3月9日 中国政府奨学金留学生募集 締め切り
http://www.jasso.go.jp/study_a/scholarships_foreign06.html

３月8、9日 日本学術振興会北京国際学術シンポジウム開催
http://www.jsps.org.cn/site/news_detail.jsp?pid=659

３月１０日 ATW（Asia in Today‘s World）留学生募集 締め切り
http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/atw/overview.htm

３月１６日 日本留学フェア（海外）及び外国人学生のための進学説明会（国内）参加機関 募集締め切り
http://www.jasso.go.jp/study_j/event_recruit.html

3月23日 平成19年度帰国外国人留学生短期研究制度と研究指導事業 募集締切日
http://www.jasso.go.jp/exchange/tanken.html


